
脱炭素社会の実現に向けた課題に対し、若者の視線で検討し、県民会議への
提案などを通じて、今後進むべき道やアクションの参考としていただくこと。

・ＩＧＲいわて銀河鉄道株式会社 熊 谷 太 輔（くまがい たいすけ）
・信幸プロテック株式会社 佐々木 勇 人（ささき はやと）
・NPO法人環境パートナーシップいわて 坂 下 慶 夏（さかした のりか）
・株式会社岩手銀行 晴 山 滋 由（はれやま しげよし）
・岩手大学環境マネジメント学生委員会 鈴 木 花 （すずき はな）

R5 R6 R7

若者WG提言 提言の実装化
（人材育成・確保につながる

取組を試行的に実施）
「ゼロカーボン就活～2025冬～」

R6の取組を踏まえ事業実施
（人材育成・確保の取組を継続実施）
「『環境×しごと』～サステナブル

カフェ～」の開催

活動目的

活動

メンバー

若者ワーキンググループについて

※R8.3時点
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・ランニングイニシャルコスト
・手軽に再エネに切り替えられない
・情報の集め方が分からない
・優先順位が高くない、心の余裕が
ない
・重要性やメリットが分かっていない
・断熱材の性能
・二酸化炭素濃度と健康影響

（健康への悪影響があれば取組
が進む？）

・既得権益の問題 etc…

令和５年度の振り返り 県民会議への提言

提言②

提言①

提言③

二酸化炭素を吸収する家！

人間発電
～ルーティンワークを発電に！～

エコファンタジアホーム
～新しい形の体験施設～

新時代！
～脱炭素社会を生き残る企業へ～

提言①

経営者のマインドリセット！
提言②

シフトチェンジ！
～人財確保と知識共有～

提言③

補助金をポップに！
提言②

グリーン企業に補助金を！
提言①

ビジネスレシピ公開！
提言③

県民会議～暮らし（家庭・住宅）～への提言 ～現状・課題～

県民会議～仕事（事業者・産業）～への提言

・完成された社内システムに新しい視点を取り入れる面倒さ
・経営者の年齢が高く、感度が古い
・コスト
・失敗したときのリスク
・行き当たりばったりの経営
・人員不足
・補助金の申請手続きの面倒さ

～現状・課題～

県民会議～行政～への提言～

・企業にとって脱炭素経営のイメージが湧かない
・取り組みたいが、何をしたらよいか分からない
企業を後押しする必要性

・そもそも補助金があることを知らない人が多い
・補助金の内容が難しく、理解できない
・補助金のメリットが分かりにくい

～現状・課題～



■日時：令和７年２月22日（土）13：00～16：45
■場所：アイーナ世代間交流室
■内容：企業ごとに異なる１時間のワークショップを
３回開催
■参加者：企業９社、学生19名

【学生・企業アンケートより抜粋】
・楽しく企業の事や、環境について知ることができたのでとても有意義
な時間になった。（学生）
・環境に興味のある大学生がどの程度の意識レベルなのかを知ることが
できたが、参加者が少なかったように感じた。（企業）

【課題】
・イベントの実施内容は学生、企業ともに好評であったが、学生参加者が
少なかった。

2

令和６年度の振り返り ～ゼロカーボン就活～

仕事分野への提言のうち、「シフトチェンジ！～人財確保
と知識共有～」を実現すべく、イベントを企画・実施

学生満足度



令和７年度の振り返り 『環境×しごと』～サステナブルカフェ～

■日時：令和７年11月24日（月祝）13：00～16：30
■場所：キオクシア アイーナ 804会議室
■参加者：企業12社、学生16名

人材育成・確保プロジェクト

「いわてゼロ・カーボンプロジェクト2025」
の一環として、前年度実施した「ゼロカーボ
ン就活」の成果・課題を踏まえ、人材育成・確
保のためのイベントを企画・実施。

【学生・企業アンケートより抜粋】
・環境としごとを同時に考える機会がなかったのでこのような機会で考え
ることができた。（学生）
・様々な情報にアンテナの高い学生と話すことができて良かったと思う。
（企業）

【イベントを2年間実施したまとめ】
・学生の参加人数が少なかったが、参加した学生の満足度は高かった。参
加した企業からも環境の取組を行っている他企業と交流でき刺激となっ
たとの声もあり、有用なイベントを開催することができた。

学生満足度



若者ＷＧに参加して・・・

脱炭素はちりつもなので大小問わず継続していきたいです。
脱炭素をチームで取り組むことで、意識が向上しました。

社会人になってからの、新しい枠組みのチームでした。距離感的にも
ちょうどよく、正解がないからこそ、自然体で褒めあいながら活動する
ことができました。正解がないのは脱炭素にも言えることで、十人十色
の取組があると思っています。

会社としても脱炭素をやっているが、WGでは収益を気にせず自由
な取組ができました。個人の視点からも考えられて楽しかったです。
第２世代、第３世代の若者WGがあってもいいのではと思いました。

環境についてやることが自社で明確になりました。脱炭素についてチー
ムで考えることは楽しかったです。人が変わっても、このような活動を続
けてほしいと思います。

自身の環境への関心の高まりを実感しました。都会の企業だけでな
く、地場の企業も様々取り組んでいることを知れて、地元に魅力を
感じることができました。社会人とつながりを持てたことで、社会人
としての振る舞い方が身に着きました。

岩手大学 鈴木花さん

環境パートナーシップ
いわて

坂下慶夏さん

㈱岩手銀行 晴山滋由さん

信幸プロテック㈱
佐々木勇人さん

ＩＧＲいわて
銀河鉄道㈱
熊谷太輔さん



県民会議の皆様へのメッセージ

若者の“環境力”、
想像以上。

脱炭素で縁をつないで、

岩手の
新しいエネルギーに

脱固定観念！
もっと夢を語ろう


